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倍、 2500倍、 5000倍、 10000倍の Cialit 溶液を作成し、それに入れて o ~ 5 Oc に保存した神経材料の
組織障害の程度を経時的に比較した。5000倍、 10000倍溶液に保存したものは 6 カ月までほとんど組織
障害が認められず、正常神経の組織構造を維持していた。













1) 3 群とも筋萎縮、筋力、歩容の改善をみるが新鮮自家神経移植群ではもっとも早く、 Cialit保存同種
神経移植群、新鮮同種神経移植群では約 1 カ月遅れる。
2 )新鮮同種神経移植群においては組織反応がもっとも激しく、 2 週日移植片はほとんど壊死に陥る。
Cialit保存同種神経移植群にむいては組織反応は軽微でFあった。
3) Cialit保存同種神経移植群においては 2 週日すでに移植片のendoneuriumが宿主側細胞で、置換され、
その内部で髄鞘などが大喰細胞などにより処理されていく像がみられる。新鮮自家神経移植群にわい
ては移植片のendoneuriumが存続し、再生軸索の通路となる。
4 )筋電図学的にdenervation voltage を経時的に観察したが、 Cialit保存同種神経移植群ではfibrilla­








Cialit保存同種神経移植を行なったものは 7 例であり、そのうち 1 年以上経過観察できたものは 3 例
であった。
1 年以上経過観察できた 3 例のうち、挫減創癒痕の高度な 1 例には改善が全く認められなかったが、




が少なく良知 主4索の通路となる。臨床的にも 2 例に回復の徴候を見出し、実用にも十分使用し
得る一手段と考える。
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論文の審査結果の要旨
末梢神経同種移植に際し、軸索通過を障害するのは組織反応である。それを抑制する Cialit溶液中に
保存した同種神経の移植について動物実験を行ない成功した。また、それを臨床的にも応用して良好な
成績を得た。従来この種の研究成績は満足すべきものに乏しく、一方広範な末梢神経損傷に対して必
要に応じていつでも用いることのできる方法が切望されているが、本研究は同種神経移植の臨床的応
用への足がかりを提供したものである。
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